
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈概要版〉 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年３月 

稲 沢 市 

 

  

稲沢市立保育園再編計画（個別施設計画） 

資料２



 

 

 

  



 

 

 

 

 

 令和元年度及び令和２年度の２か年にわたり検討を行いました。 

 ２か年の大きな検討の流れは、以下に示すものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 稲沢市の保育に関する基本的考え方 

② 保育園の概況 

③ 保育園の状況からみた今後のあり方の検討 

 ⅰ）保育園の現在の利用状況からの視点 

 ⅱ）将来の保育需要の見通しからの視点 

 ⅲ）保育園の老朽度や土地所有状況からの視点 

 ⅳ）これまでの基本方針からの視点 

 ⅴ）集団保育に関する視点 

 

④ 公立保育園の集約化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

集約化の方針 

 

集約化対象の保育園 集約化対象以外の保育園 

現地調査及び 

各保育園の老朽化状況の把握 

民営化の視点に 

ついての検討 

集約化に向けたロードマップ 
集約化対象以外の保育園の 

今後の整備の考え方 

稲沢市公立保育園の今後のあり方のとりまとめ 

Ⅰ 全体の検討の流れ 

令
和
元
年
度 

令
和
２
年
度 
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これまでの検討を踏まえ、集約化等を含めた公立保育園のあり方については、以下の様に概括されます。 
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〇市全体の保育園数 

 ・公立 18園 

 ・私立 17園 

 ・その他（企業主導型保育） 

 

〇定員 

 ・公立 2,140人 

 ・私立 2,092人 
 （企業主導型保育を含む） 

 

〇公立保育園の施設状況 

＜建築年＞ 

 ・S55年以前：８園 

 ・耐用年数超過：８園 

＜構造＞ 

 ・木造 ６園 

 ・ＲＣ 12園 

＜土地所有＞ 

 ・借地：６園 

（内、無償２園） 

 

 

 

 

〇市全体の利用状況 

 ・市全体：3,447人 

 ・公立：  1,501人 

 ・私立：  1,946人 

 

〇定員からみた利用率 

 ・市全体：81.5％ 

 ・公立：  70.1％ 

 ・私立：  93.0％ 

 

〇将来（Ｒ６の保育需要から

みた過不足：定員―利用者

数） 

 ・市全体：   875人 

 ・０歳：       25人 

 ・１～２歳：   48人 

 ・３～５歳：  802人 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 公立保育園では、老朽化がかなり進んでいる施設も見られ、建替え

や改修の必要性がある保育園もみられる。 

  地域別にみると、市西側の地区に該当する保育園が多くみられる。 

 

② 現在の保育園の利用状況をみると私立保育園の利用率はかなり高

いが、公立保育園はやや低く、特に低い保育園は市中央部から西側

の地区に多くみられる。 

 

③ 稲沢市の人口は減少傾向にあり、児童数さらには保育の需要量も

今後、減少することが見通されている。 

  地域別にみると、「下津」はＲ６年には保育需要に対し200人強の

定員不足が生じることが想定されるが、周辺地区の保育園で受け

入れることが可能である。また、その他の地区では100人～300人

前後、定員の方が利用数を上回っている。特に、「稲沢」、「祖父江」

の両地区は300～400人弱定員の方が多い。 

 

④ 年齢階層別にみると、「０歳」は定員が利用者数を大きく上回って

いる地区は少ないが、年齢があがるにつれて、その定員と利用者数

の差は大きくなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜基本的な考え方＞ 

 〇公立と私立が共存できる環境を整える 

 〇制度の改正や待機児童を出さない視点か

ら定員数を確保する 

 〇民営化も一つの選択肢とする 

 

＜集約化の考え方＞ 

 〇公立保育園数は10園程度、定員は約1,600

人に削減する 

 

 

 

 今後の保育需要の減少に対し、低年齢階層別需要に対する対応、待

機児童を出さないための必要定員の確保は前提であるが、次の視点

から地域の保育ニーズにあった保育園の集約化は必要と判断され

る。 

 

  〇既に定員を大きく下回っている保育園がある 

  〇今後の保育需要を見通すと、さらに利用率の低下が想定される 

  〇施設の老朽化が進み、今後の維持・管理費の増大が見込まれる 

  〇３歳児以上の集団保育に適さない規模の保育園がみられ、今後さ

らに少人数になることが見込まれる 

  〇一定の集約化を行った場合でも、周辺地区の保育園や私立の保育

園により、将来の保育需要の受け皿は確保できる 

  〇敷地が借地のものがあり、原則的には借地の解消を図ることが望

ましい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【整備状況】 

【利用状況】 

【整備及び利用の状況からみた特徴】 

【市で検討されているこれまでの方針】 

【今後の保育園のあり方に関する基本的考え方】 

 

＜基本的な考え方＞ 

 〇発達に応じたきめ細やかな質の高い保育

の提供 

 〇「知識・技能の基礎」「思考力・判断力・表

現力等の基礎」「学びに向かう力・人間性」

の基盤づくり 

 

＜発達段階別の保育のあり方＞ 

 〇乳児期には安心感・信頼感・自信の育成 

 〇３歳以降は、子ども同士で学びあえる環境 

⇒集団保育が望ましい 

   ３歳児 16人以上 

   ４歳児 21人以上 

   ５歳児 21人以上 

 

 

 

 

 

【市の保育に対する基本的考え方】 

ここまでの検討の総括 
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●保育園の集約化についての方針 

現行存置 

集約化を予定して

いる保育園 

保育園を児童発達

支援センターに切

替え予定 

3 

【西】 【東】 



 

 

３．整備に向けてのロードマップ 

 

 今後の整備に向けての大きなスケジュールとしては、以下のような取組とします。 
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